
 

       

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ  http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/es/edaminami/ 

令和５年６月３０日発行  

横浜市立荏田南小学校  

学校だより  ７月号  

交通安全～大人も意識して行動～ 

                                            副校長 井上 晋吾 

   

 １・４年生を対象とした交通安全教室が行われました。３１名の保護者の方に来ていただき、ボランティ

アとして学習のお手伝いをしていただきました。ありがとうございました。 

１年生は道の歩き方、４年生は自転車の乗り方について、都筑警察署の方からお話を聞いたり、実際に歩

行体験をしたりしました。またトラックの周りに子どもが立ち、どの位置なら運転手から見えるのか確認し

たり、車が置いてある人形にぶつかる衝突実験も行ったりしました。子どもたちからは、「えっ見えないの？」

「人形だったからよかったけど、人だったら・・・」と実感を伴うつぶやきが聞こえてきました。 

 

横浜市全体や都筑区内の過去の事故件数を調べて 

みました。令和になって横浜市内の自転車事故の件 

数は、ほぼ横ばい。都筑区内の事故件数は４５０件 

前後、そのうちの約２５％が自転車が関係する事故 

でした。なかには死亡事故もありました。 

警察の方の話では、子どもの交通事故の特徴は、「飛

び出し」「車のすぐ前やすぐ後ろからの横断」や「信号や横断歩道のない場所」での事故が多いそうです。ま

た自転車と歩行者の事故も多く発生おり、過去には小学生の運転する自転車と歩行者が衝突し、歩行者の意

識が戻らず、監督責任を問われた小学生の親に対して、約９５００万円の損害賠償が裁判所から命じられた

事例もあるそうです。 

自転車に乗るときは、「ヘルメットをかぶること」「信号と一時停止を守って安全確認」「歩道は歩いてい

る人が優先（自転車は車道の左側を通ることが決まりですが、子ども（１３歳未満）が自転車に乗るときは、

歩道を通れます）」を守ることが大切です。 

６月２０日に荏田南小で行われたスクールゾーン防犯対策協議会でも牛ケ谷戸公園から荏田南幼稚園ま

での緑道での自転車の乗り方が議題にあがりました。ＰＴＡ校外委員さんや地域の方から、自転車に乗って

いる大人もかなりのスピードで緑道を走っている場面をみると話がありました。子どもたちもそうですが、

自分たち大人も交通安全を意識、また子どもが見ていることを自覚して行動しないといけないと考えさせら

れました。 

 

７月２１日からは夏休みです。夏休みになって、道を歩く、自転車に乗ることが多くなるかと思います。

学校でも様々な場面を通して、交通安全について学習していきますが、ぜひご家庭でも横断歩道の渡り方、

自転車の乗り方など交通安全についてお話ししてください。 


